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こ
れ
か
ら
の
た
め
に
、
や
る
べ
き
こ
と
を
。

変
化
す
る
社
会
で
役
立
つ
実
学
教
育

千
葉
商
科
大
学　
　

C
hiba U

niversity of C
om
m
erce

国
内
の
大
学
で
初
と
な
る

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
１
０
０
％
大
学

千
葉
県
野
田
市
。
約
４・
7
ｈａ
も
の

広
大
な
敷
地
に
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
野
田
発
電

所
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
が
広
が
っ
て
い
る
。地

球
温
暖
化
対
策
と
し
て
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
中
、「
大
学
が

使
う
電
力
を
大
学
の
責
任
で
つ
く
れ
る

か
？
」を
テ
ー
マ
と
し
て
２
０
１
４
年
か
ら

こ
の
活
動
は
始
ま
っ
た
。

２
０
１
４
年
度
の
発
電
実
績
は
３
３
６

万
ｋ
Ｗ
ｈ
で
、こ
れ
は
学
内
電
力
消
費
量

の
77
％
に
相
当
し
た
。
不
足
す
る
23
％
を

キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
省
エ
ネ
と
創
エ
ネ
で
賄
え

ば
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
１
０
０
％
の
エ
コ
キ
ャ

ン
パ
ス
は
実
現
す
る
。
２
０
１
５
年
に
は
、

そ
の
可
能
性
調
査
を
行
っ
た
。そ
し
て
、２

０
１
７
年
に
新
た
に
就
任
し
た
原は
ら
し
な科
学

長
は
、こ
の
活
動
を
学
長
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

ひ
と
つ
と
し
て
位
置
づ
け
、全
学
的
な
取

り
組
み
と
し
て「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
１
０

０
％
大
学
」を
め
ざ
す
こ
と
に
し
た
。

こ
の
環
境
目
標
の
実
現
に
欠
か
せ
な
い

柱
が
３
つ
あ
る
。
発
電
所
や
キ
ャ
ン
パ
ス
に

お
け
る
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
増
設
や
照
明
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
と
いっ
た「
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
」の
整
備
、

電
力
の
見
え
る
化
や
制
御
を
支
え
る「
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
」の
導
入
、行
動
に
つ
な
が
る

意
識
で
あ
る「
ハ
ー
ト
ウ
ェ
ア
」の
形
成
だ
。

中
で
も
ハ
ー
ト
ウ
ェ
ア
づ
く
り
で
大
き

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
が
学
内
の
学
生

団
体
Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
で
あ
る
。
学
生
目
線
で
省

エ
ネ
へ
の
取
り
組
み
を
企
画
・
実
施
し
、学

内
電
力
消
費
量
の
削
減
を
は
か
っ
た
。
具

体
的
に
は
、メ
ン
バ
ー
が
キ
ャ
ン
パ
ス
を
見

回
り
、冷
房
の
効
い
た
教
室
で
の
ド
ア
の

開
け
っ
放
し
、日
中
の
廊
下
の
照
明
点
灯

等
、省
エ
ネ
で
き
る
ポ
イ
ン
ト
を
探
る
。発

見
し
た
問
題
の
解
決
方
法
を
考
え
て
実

行
に
移
し
、結
果
を
検
証
す
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
を
実
践
。
さ
ら
に
、毎
年
7
月

の
省
エ
ネ
週
間
で
は「
打
ち
水
で
涼
し
く

大
作
戦
」を
開
催
し
、省
エ
ネ
の
意
識
や

行
動
を
全
学
生・
教
職
員
に
促
し
て
い
る
。

そ
し
て
２
０
１
９
年
、つ
い
に
再
エ
ネ
発

電
量
と
消
費
電
力
量
が
同
量
と
な
る

「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
１
０
０
％
大
学
」を
達

成
。
こ
の
活
動
は
各
界
で
評
価
さ
れ
、地

球
温
暖
化
防
止
活
動
環
境
大
臣
表
彰
、

省
エ
ネ
大
賞
、さ
ら
に
新
エ
ネ
大
賞
等
も

受
賞
し
、令
和
2
年
度
版
環
境
白
書
に

お
い
て
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
た
。

現
在
は
、こ
の
活
動
を
他
の
大
学
に
も

広
げ
よ
う
と
取
り
組
ん
で
い
る
。
２
０
２

１
年
6
月
、自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
等

を
通
じ
大
学
活
動
に
伴
う
環
境
負
荷
を

減
ら
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
大
学
リ
ー
グ
」を
発
足
。プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
、ま
だ
ま
だ
続
く
。

創立以来の伝統である「実学教育」を
通してSDGsに貢献するため、千葉商
科大学（CUC）では社会が必要とする
大学であり続けるための取り組みを全
学的に推進している。ここではその一
部を紹介しよう。

取材・文／林 康章

42

（右上）太陽光パネル計11,642枚、パネル容
量は約2.88MWを誇る千葉商科大学メガソ
ーラー野田発電所 （2018年度）。
（右下）キャンパス内で打ち水を行い、クーラー
に頼らない涼しい過ごし方を実感してもらうこと
を目的とした「打ち水で涼しく大作戦」。SONE
メンバーに加え、公募で集まった学生が声がけ
を行い、多くの学生が打ち水に参加した
（2021年度）。
（左下）学生団体SONEは、「みんなが快適で
無理せず続けられる省エネ」を理念として能動
的に省エネ施策を行い、学内の省エネマインド
を醸成している。
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た
め
に
教
育
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。
千
葉

商
科
大
学
で
は
、大
局
的
見
地
に
立
ち
、

時
代
の
変
化
を
捉
え
、社
会
の
諸
問
題

を
解
決
す
る
高
い
倫
理
観
を
備
え
た
指

導
者
を
指
す「
治
道
家
」を
育
成
す
る
た

め
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
に
貢
献
す
る
学
び
を
通
し

て
幅
広
い
教
養
を
身
に
つ
け
る
等
、実
学

の
実
践
を
重
視
し
て
い
る
。
ま
た
、研
究
・

社
会
貢
献
に
お
い
て
は
、環
境
・エ
ネ
ル
ギ

ー
を
始
め
、会
計
学
の
新
展
開
、Ｃ
Ｓ
Ｒ

研
究
と
普
及
啓
発
、安
全・安
心
な
都
市・

地
域
づ
く
り
等
、持
続
可
能
な
社
会
づ

く
り
に
貢
献
す
る
４
つ
の
学
長
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
も
進
ん
で
い
る
。
社
会
か
ら
必
要
と

さ
れ
る
大
学
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
、千

葉
商
科
大
学
は
社
会
の
変
化
に
合
わ
せ

て
さ
ら
な
る
進
化
を
続
け
て
い
る
。

す
る
た
め
に「
ま
ち
な
み
塾
」を
開
催
。

通
年
で
通
う
フ
ィ
ー
ル
ド
を
設
定
し「
あ

る
く
・み
る
・
き
く
」を
繰
り
返
し
な
が
ら
、

現
地
の
方
か
ら
次
世
代
の
ま
ち
づ
く
り

の
在
り
方
を
学
ん
で
い
る
。

国
際
教
養
学
部
の「
千
葉
日
報 

新
聞

制
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で
は
、（
株
）千
葉
日

報
社
で
新
聞
づ
く
り
に
必
要
な
研
修
を

受
け
な
が
ら
、社
会
課
題
を
テ
ー
マ
に
記

事
を
執
筆
。
企
画
を
具
体
化
す
る
た
め

現
場
に
足
を
運
び
取
材
を
行
う
等
、社

会
の
多
様
な
課
題
と
向
き
合
っ
て
い
る
。

幅
広
い
教
養
と
高
い
倫
理
観
を

備
え
た「
治
道
家
」を
育
成
す
る

急
速
に
変
化
す
る
時
代
に
対
応
す
る

社
会
の
課
題
を
解
決
す
る

実
学
を
実
践
す
る
学
び
を

２
０
３
０
年
ま
で
に
持
続
可
能
な
世

界
を
め
ざ
す
こ
と
を
定
め
た
国
際
目
標

で
あ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
。
千
葉
商
科
大
学
で
は

実
学
を
通
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
に
貢
献
す
る
学

び
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
る
。

商
経
学
部
で
は
、企
業
が
提
示
す
る

課
題
に
解
決
策
を
提
案
す
る
こ
と
で
、現

代
社
会
が
抱
え
る
様
々
な
課
題
へ
の
理

解
を
深
め
る「
オ
ナ
ー
ズ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を

実
施
。千
葉
県
の
経
済
活
性
化
を
テ
ー
マ

に
、そ
の
魅
力
を
再
発
見
で
き
る
観
光
プ

ラ
ン
を
提
案
し
た
。

政
策
情
報
学
部
の「
ゲ
ー
ミ
ン
グ
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で
は
、地
域
政

策
コ
ー
ス
と
メ
デ
ィ
ア
情
報
コ
ー
ス
が
協

働
し
て
、現
代
の
社
会
課
題
を
テ
ー
マ
に

し
た
シ
リ
ア
ス
ゲ
ー
ム
を
制
作
。
よ
り
多

く
の
人
が
楽
し
み
な
が
ら
社
会
課
題
へ
の

理
解
を
深
め
、自
分
ご
と
化
で
き
る
よ
う

に
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る
。

サ
ー
ビ
ス
創
造
学
部
の
学
生
が
中
心

を
担
う
「
Ｃ
Ｕ
Ｃ
エ
シ
カ
ル
学
生
ク
ラ
ブ
」

で
は
、フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
認
証
商
品
を
販

売
す
る
コ
ミ
ュニ
テ
ィ・
カ
フ
ェ
の
企
画
や
運

営
等
を
通
し
て
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
や
エ
シ
カ
ル
消

費（
つ
く
る
責
任
、つ
か
う
責
任
）の
啓
蒙

活
動
に
注
力
し
て
い
る
。

人
間
社
会
学
部
で
は
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ「
住
み

続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
」を
実
現

千葉商科大学

巣鴨高等商業学校（1928年）を前身として1950年開学。現在は
商経学部、政策情報学部、サービス創造学部、人間社会学部、
国際教養学部を擁し、独自のプロジェクトによる実学教育で
内外から高い評価を受けている。同大学の学生を積極的に採
用する「CUCアライアンス企業」約901社（2022年1月現在）と
の提携や資格取得サポート等、キャリアサポートにおいても
高い実績を誇る。

●DATA
千葉県市川市国府台1-3-1
TEL 047-373-9701（入学センター）

https://www.cuc.ac.jp/URL
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これからの未来に貢献する各学部のおもな取り組み

オナーズプログラム

企業の課題に対して解決策を
提案する特別教育プログラム。
2021年度は近畿日本ツーリス
ト（株）の課題「観光の力で
千葉県内の観光需要の回復・
地域経済の活性化を実現す
る」に対して観光プランを発
表。

ゲーミング
シミュレーションプロジェクト

様々な社会課題（ウイルス、
ポイ捨て、人口問題等）をテー
マにしたシリアスゲームを制
作。ゲームのプレイヤーが、
社会課題の現状や課題、解
決策を学び、興味関心を持つ
きっかけになることをめざして
いる。

CUC
エシカル学生クラブ

学生や教職員、地域住民に向
けて、人・社会・環境に配慮
した消費行動「エシカル消費」
を実践してもらえるよう活動す
る学生団体。フェアトレード
やオーガニック認証商品を広
めるため、学内外での活動を
展開。

まちなみ塾

現場のまちにアイデアを学び
ながら、次世代のまちづくり
のプランを企画するプロジェク
ト。2021年度は千葉県香取市
の水郷佐原を舞台に、観光客
と住民がお互いにWin-Winの
関係を生み出すまちの在り方
を考察。

千葉日報
新聞制作プロジェクト

地元の新聞メディアである千
葉日報が主催する新聞制作プ
ロジェクト。2021年度は、動
物愛護ボランティアを取材し
て「コロナ禍の保護犬・保護
猫のゆくえ」について調査・
発信した本学のチームが優秀
賞を受賞。
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